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台所用品・食器（ガラス・セトモノ） 

箱の作り方とテープの貼り方

ダンボールの詰め方

梱包の仕方と注意点

箱底の部分からテープを貼り、箱を組み立て詰め込み後、上部をテープで止めると完成です。

梱包の仕方

!

箱に入れる時は、お皿は縦に、
グラス・お椀は伏せて、ビン
などはたてて！

同じ大きさのお皿でも、
一つずつタオルなどで包んで！

突起部分は必ず保護！ 急須はふたを逆さにして、
新聞紙などを挟んで！

タオルや新聞紙の上に、
図のように置く。

手前から巻き込み、
次に底の部分を巻く。

最後に中に折り込んで、
緑の部分を保護する。

出来上がり状態。

われものがある場合には、
箱の上面に赤いマジックな
どで「FRAGILE」とご記
入ください。

パスポートコピー、通関書類などの必要書類は、
全てまとめてダンボールの一番上にお入れくだ
さい。
※複数個を発送する場合は、通関必要書類をダ
ンボールのNO.1 の中にお入れください。
※重要な書類ですので、封筒などに入れてお送
りください。

荷物のすきまにはタオル等の
柔らかいものを詰めて、荷物
同士がぶつからないようにし
てください。特に割れ物につ
いては、タオルなどを巻くよ
うにして入れればなおこわれ
にくくなります。

ダンボールの側面4面と上面に
通し番号をご記入ください。

出来上がったダンボールを
ゆすってみて音がするよう
であれば梱包が不完全です
ので、梱包をやり直し再度
詰め直しをするか、中身の
位置を変えるなどして完全
にしてください。

箱を閉じ終わった際、上部が山なりに
なって箱が膨らんだりしていると破損
の原因になりますので、お荷物を減ら
して詰め直しをしてください。
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